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5月4臼から10己までは「歯の衛生週間」。幼稚霞では「虫歯のな

いよい子J を邑標に歯みがきを指導しています。食事の後は歯ブラ

シ キュッキュッ。健j棄はじようぶな歯から……。

歯の寿命は手入れ次第といわれます。その第一条件は「歯を清潔

に保つ」ことが大切。食後の歯みがきやブクブクうがいをぜひ、習

慣づけましょう。

事84

NO.214 



ふ指まか: 間 1111111111111川

村
消
訪
団
の
春
季
検
閲
が
四
月
二
十

九
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校
々
庭

で
、
団
員
と
婦
人
消
防
隊
ら
二
百
九
十

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

仁
井
田
副
団
長
の
開
始
の
こ
と
ば
に

続
い
て
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員
に

対
す
る
黙
祷
、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

の
あ
と
検
関
が
開
始
さ
れ
、
村
長
が
検

関
官
と
な
っ
て
団
員
の
服
装
や
態
度
を

通
常
点
検
で
厳
し
く
点
検
し
ま
し
た
。

指
揮
者
の
号
令
に
一
糸
乱
れ
ず
分
列

行
進
す
る
団
員
に
、
消
防
人
の
気
質
と

心
意
気
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
機
械
器
具
点
検
を
す
る
態
度

も
き
び
き
び
と
し
、
土
気
あ
ふ
れ
る
春

季
検
閲
を
披
露
し
ま
し
た
ゆ

こ
の
あ
と
、
消
防
庁
長
宮
賞
の
伝

達
、
防
火
優
良
家
庭
の
表
彰
、
消
防
協

力
者
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

団
長
に
仁
井
田
保
雄
さ
ん

消
防
団
幹
部
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

mllll 

ん大」田井仁たし任就長団

境
田
孝
意
前
団
長
が
五
月
十
二
日

付
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

し
た
の
に
伴
い
、
開
日
、
副
団
長
で

あ
っ
た
仁
井
田
保
雄
さ
ん
〈
必
〉
が

新
し
い
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仁
井
田
さ
ん
の
昇
格
に
よ

っ
て
木
団
幹
部
に
異
動
が
あ
り
、
向

日
辞
令
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
団
長
に
な
ら
れ
た
仁
井
田
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
に
訓
練
部
長
を
一
期
、

副
団
長
を
二
期
勤
め
ら
れ
消
防
団
活

動
の
突
畿
が
あ
る
だ
け
に
、
今
後
四

年
間
に
わ
た
っ
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
本
団
幹
部
の
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

団

長

仁

井

田

保

雄

副

団

長

小

原

明

昭

H

リ

大

竹

勝

義

訓

練

部

長

石

森

藤

男

η

関

根

秀

勝

ゆくぐり〉

f一点検は防火の

'--ーはじまり、

圏
消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達
〉

元
分
団
長

国
表
彰
状

小 蒜 川 防
1!火
'優

高生 辺良
家
庭

山野)

岩

法

寺
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崎

北南
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喜政武清良浅浅大定好甲
久 子

栄男徳勇人広松男治蔵司郎進 利正

北

須

釜

士
ロ

山

小

屋

四
辻
新
田

根 萎 野

正貞鶴光

関我森草

鶴
感
謝
状

消田山 北南竜岩 小蒜川退
防辻

通協新小吉須須法中 分

報 力問屋 釜釜崎寺 高生辺国
及者 長
び〉

初古 塩石有渡大小大高車真野
期
消川 田森賀辺越林竹林田弓崎
火
に勝
協
力敏

一浅利好倉豊 力誠良十

通常点検を受ける団員

一
高
齢
者
教
室
が
開
講

一
今
年
度
の
高
齢
者
教
室
が
五
月
十

…
六
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
と
須
釜

一
公
民
館
で
開
講
し
、
来
年
の
二
月
ま

一
で
月
一
回
、
楽
し
く
豊
か
な
老
後
の

…
た
め
の
学
習
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

内

容

も

ゲ

i
ト
ボ
ー
ル
や
ス
ポ
l

一
ッ
民
踊
を
は
じ
め
文
化
財
め
ぐ
り
、

…
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に
百
三
十
二
人
の
お

一
年
寄
り
が
集
い
、
趣
味
と
健
康
づ
く

一
り
に
励
ま
れ
ま
す
。

一
開
講
式
に
臨
ん
だ
み
な
さ
ん
の
顔

一
は
い
つ
に
な
く
生
き
生
き
と
し
て
い

一
ま
し
た
o

生
き
が
い
を
晃
つ
け

豊
か
な
生
活

重義

教室は趣味と健康づくりに一役

彦男一友七正郎松重司平
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i
こ
れ
か
ら
の

加
な
ど
、
村
4

と
し
て
も
ま
っ
た
く
新
し

い
分
野
へ
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
元
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
地
域

開
発
計
画
及
び
周
辺
整
備
を
推
し
進
め

て
ゆ
こ
う
と
関
か
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
約
二

O
名
が
出
席
し
、
企

業
の
実
情
や
今
後
の
課
題
、
村
へ
の
要

望
な
ど
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

村
守
つ
く
り
に
結
び
つ
く
ピ
ジ
ョ
ン
を
交

換
し
ま
し
た
。

村
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を

数
多
く
開
き
、
地
場
産
業
の
育
成
に
力

を
入
れ
、
村
振
興
計
画
等
に
も
十
分
反

映
さ
せ
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

地
元
企
業
と
の
懇
一談
会
開
催

禽
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村
づ
く
り
を
考
え
る
!

去
る
五
月
八
日
午
後
一
時
か
ら
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
村
内
の
主
な
企
業

と
村
及
び
商
工
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
福
島
空
港
建
設
予
定
地
の
決

定
や
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
へ
の
参

実重な意見が交換された懇談会

、

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

永
林
正
雄
さ
ん

県政モニターの永林さん

昭
和
五
十
九
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
に
、
中
字
入
山
の
永
林
正
雄
さ
ん

ハ
日
〉
が
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。任

期
は
一
年
で
、
県
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
等
を
だ
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
さ
れ

る
な
ど
村
民
の
代
弁
者
と
し
て
活
寵

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
県
内
で
職
業
別
、
年
齢
別

に
よ
っ
て
百
五
十
人
の
モ
ニ
タ
ー
が

誕
生
し
、
永
林
さ
ん
も
そ
の
中
の
一

人
と
し
て
県
政
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

2邑 3
同 j
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入再三;
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八木喜孝さん 晋 22{
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今日はぼくたちの何の日かな

お母さんにだっこされて晴れの表彰

昭
和
五
十
八
年
度
龍
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
、
五
月
二
十
八
日
午
前
九
時
三

O
分
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
健
康
優
良
児
に
選

'ば
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
百
十
六
人
の

中
の
二
十
五
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
赤
ち

ゃ
ん
は
、
健
康
診
断
な
ど
を
と
お
し
て

心
身
と
も
に
発
育
状
態
が
す
ぐ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
赤
ち
ゃ
ん
が
集
合

し
た
だ
け
に
会
場
は
終
始
に
ぎ
や
か
そ

の
も
の
。
お
母
述
ん
に
だ
っ
こ
さ
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
一
人
ひ
と
り
に
村
長
か
ら
表

彰
状
主
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
中
野
チ
ョ
ウ
さ

ん
(
母
子
セ
ン
タ
ー
・
助
産
婦
〉
か
ら

「
こ
れ
か
ら
も
あ
た
た
か
い
愛
情
で
子

供
の
成
長
を
見
守
り
、
健
康
で
お
お
ら

か
な
子
供
へ
と
愛
育
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
受
賞
者
を
代
表
し

て
大
槻
紗
子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
(
喜

美
子
さ
ん
〉
が
「
二
十
一
世
紀
を
担
う
こ

の
子
た
ち
が
、
力
強
く
歩
み
出
す
た
め

に
も
母
親
と
し
て
の
自
覚
と
そ
の
役
割

を
認
識
し
て
こ
れ
か
ら
も
育
児
に
頑
張

り
ま
す
」
と
子
育
て
の
意
欲
の
ほ
ど
を

力
強
く
述
べ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
受

賞
者
は
つ
、
辞
表
の
と
お
り
で
す
。

幼児氏名 保護者 続柄

大槻紗子 売 2 女 l

塩沢昌夫 思伊 3 男

我草野妻友恵 徳雄 2 女
裕美 勝 男 3 女

小針千恵子 一郎 長女

白旗真理子 保雄 3 女
須藤公平 公司 長男

鈴木祐子 良 市 2 女

渡辺絵美子 良友 長女

塩沢美紀 邦章 長女
溝 井 努 光 男 長男

関根裕子 仁一 長女

塩沢美樹 正弘 2 女

小山田 智 武広 長男

木田宏明 竹夫 長男

塩 沢 徳 之 勝己 2 男

角田親哉 武芭 長男

大槻 葱 勝恵 長女

真野目千恵 真衛 長女
石 井 千 賀 子 泰雄 長女

永林正博 信 長男
辻 泰博 泰央 3 男
須藤 勉 実日 長男

両 原 由 紀 思 義己 2 女
関根成勝 忠一 2 男

「
!
小
林
さ
ん
ら
七
世
帯
1

1

昭
和
五
十
八
年
度
国
民

健
康
保
険
の
健
康
家
庭
表

彰
式
が
、
五
月
二
十
八
日

健
康
優
良
児
の
表
彰
と
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
家
庭
は
七

世
帯
。
国
保
加
人
世
帯

(
四
月
一
日
現
在
て
二
二

八
世
帯
Y
の約
0
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
に
当
り
ま
す
。

表
彰
の
対
象
は
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
が
主

人
以
上
い
る
場
合
は
一
年

間
二
人
の
場
合
は
二
年
間

一
人
の
場
合
は
三
年
間
そ

れ
ぞ
れ
医
者
に
か
か
ら

ず
、
国
保
税
の
滞
納
分
が

な
い
家
庭
で
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
が

代表して謝辞を述べる大槻さん

健康家庭も表彰

突
を
結
ん
だ
健
康
家
庭
の
み
な

さ

ん

に
、
村
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
竜
崎
の
小

林
清
人
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た。
受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

健康家庭表彰者

世帯主氏名 住 所

関 根 正 治 小品字戸ノ内

関 根 一 之 小局字西屋敷

小林清人 竜崎字椛屋

山崎春男 竜崎字原作田

大野イ ーマ 南須釜字莱踏石

緑 )11 キ ヨ 北須釜字小泉

滝 口 ノ、ッイ 吉字境田
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明
る
い
家
曜
時
健
療
か
ら

健
康
な
毎
日
を
送
る
に
は
、
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。
昭
和
五
十

九
年
度
の
総
合
検
診
が
六
月
二
十
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
か
ら
今
ま
で

の
日
中
の
検
診
に
変
っ
て
、
朝
七
時
か

ら
の
早
朝
検
診
と
な
り
ま
す
。

農
作
業
や
会
社
勤
め
の
人
た
ち
な
ど

昼
間
忙
し
い
人
の
た
め
に
、
一
層
受
診

し
や
す
い
時
間
帯
を
と
り
ま
し
た
。
年

に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、

健
康
で
し
あ
わ
せ
な
家
庭
を
築
き
ま
し

ヤ品

λ
J
J
O

血圧測定〈昨年の検診から〉

公民館辺

総合検診日程表

!
 

i
 

''E，， 

よく見てくださいね〈昨年の検診から〉

女
結
核
検
診

・
X
線
を
撮
り
ま
す
の
で
、
ボ
タ
ン
、

金
具
類
の
も
の
は
な
る
べ
く
さ
け
て

・
対
象
は
日
歳
以
上
で
、
金
額
は
無
料

で
す
。

女
一
般
診
査

・
身
長
、
体
重
、
尿
、
血
圧
、
理
学
的

検
査
を
し
ま
す
。

・
対
象
は
ぬ
歳
以
上
で
、
金
.
績
は
無
料

で
す
。

女
精
密
検
査

・
一
般
診
査
で
要
精
検
と
診
断
さ
れ
た

人
は
そ
の
場
で
心
電
図
、
眼
底
、
血

液
検
査
の
三
つ
を
検
査
し
ま
す
。

・
精
密
検
査
の
料
金
は
、
何
歳
以
上
は

無
料
す
が
、

ω歳
ま
で
の
人
は
削
円

か
か
り
ま
す
。

※
学
校
、
会
社
等
で
受
診
さ
れ
る
人
は

玉 川 村 体 育 館

="ユ
屯 公民館

玉)11村体育館

山小産公民館

就業改善セソター

午前 7:00 

中 1 . 9:001就業改善センター

山小屋・河平|午前 7: 00 
小半弓 I 2 
青井沢 I 9 : 00 

竜 i埼
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ハU

、r、
nv

司

i
n
H
U

品
川
山

「

γ
f
F

一

凡

υ

ハU

n
V
3〈
n
u

門

i

Q

V

4

間午

古
向

崎

除
き
ま
す
。

-
配
布
さ
れ
た
容
器
に
そ
の
日
の
朝
の

尿
・
検
診
料
5
0
0
同
〈
精
密
検
査
が
必

要
院
な
っ
た
場
合
)

・
配
布
さ
れ
た
受
診
券
、
健
康
診
査
録
、

胃
が
ん
検
診
録
は
記
P

入
し
て
、

・
健
康
手
帳

-
一
般
診
査
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を

ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
お
茶
、
水
、

タ
バ
コ
、
ガ
ム
等
も
控
え
て
く
だ
さ

、。、U
・
妊
婦
は
検
診
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ

、。、U
・
回
再
検
診
以
外
は
ど
の
会
場
で
も
受
け

が
で
き
ま
す
。

館

※吉地区の需の検診は須釜公民館で行います。

塩田タミ子宅前

岩 法 寺 公 民 館

館

四辻農業研修所

須釜児童館

公民

民
r、.
4ふ、

須釜

士
ロ

午前 7: 00 

9: 00 

n
u
n
u
 

ハU

、〆、
n
u

庁

i

Q

d

午

τと
口

午前 7: 00 

9 : 00 

釜

辻

釜

須

須

間

北

四
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明
る
い
話
題
や
催
し
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら

企
画
課
ま
で
逮
絡
く
だ
さ
い
。

四

辻

地

区

に

ゲ
ー
ト
ボ
j
ん
場
完
成

ゲ
ー
ト
ボ
!
ル
の
普
及
は
相
当
な
も

の
で
、
ま
た
一
つ
村
内
に
ゲ

i
ト
ポ
ー

ル
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
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真新しいコートで諌習!こ励むみなんさ

F

み
み
ず
く
F

の
赤
ち
ゃ
ん

弱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
保
護

先
日
、
川
辺
字
舘
の
吉
田
寿
光
さ
ん

か
ら
「
川
辺
地
内
の
山
林
で
、
弱
っ
て

い
る
み
み
ず
く
の
幼
鳥
を
保
護
し
た
ん

で
す
が
」
と
い
う
連
絡
が
役
場
産
業
課

に
あ
り
ま
し
た
。

体
長
約
お
側
、
全
身
が
茶
掲
色
の
ふ

さ
ふ
さ
と
し
た
毛
に
包
ま
れ
、
愛
敬
あ

る
瞳
。
み
み
ず
く
は
保
護
鳥
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
か
な
り
衰
弱
し
て
い
た
た

め
、
早
速
、
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
に
届

け
ら
れ
、
手
当
を
受
け
て
い
ま
す
0

・

保護されたみみずく

公
民
館
ロ
ピ
!
に
版
画
を
寄
贈

須
笠
公
民
館
の
門
戸
ピ
!
に
須
釜
念

鼠
り
の
踊
り
子
を
あ
し
ら
っ
た
販

が
飾
ら
れ
、
訪
れ
る
村
民
の
自
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
贈
り
主
は
、
南
須
釜
字
中
奥

平

ん

。

菌

の

重

要

無

県
重
要

無
形
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
念
仏
踊

り
を
地
元
の
人
た
ち
に
も
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
寄
贈
さ
れ
だ
も
の
で
す
。

版
画
は
週
刊
新
潮
表
紙
絵
「
日
本
の

祭
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
版
画
家
田
中

正
秋
氏
が
制
作
し
た
も
の
で
、
全
国
五

十
の
祭
り
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で

す。

酪

カ

ラ

i
別

峨
り
の
ユ
ニ

l

り
グ
な
構
図
に

調
念
仏
踊
り
の

念
も
つ
郷
愁
が

北
そ
こ
は
か
と

ι
じ
な
く
漂
う
よ

鴇
う
な
作
品
で

!
す
。
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青
年
国
が
活
動
開
始

一

泊

の

研
修
会
を
開
く

村
青
年
団
連
絡
協
議
会
〈
会
長
、

草
野
光
徳
・
会
員
数
一
六

O
人
)
で

は
、
五
月
十
ニ
・
十
一
一
一
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
今
年
度
初
の
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。リ

ー
ダ
ー
・
中
堅
・
新
入
団
員
ら

七

O
人
が
参
加
し
、
「
地
域
に
お
け

る
活
発
な
青
年
盟
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
分
科
会
ご
と
に
別
れ
、
意
見
の
交

換
や
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ョ

γ
、
新
入

団
員
の
紹
介
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。活

動
の
低
迷
を
打
破
す
る
た
め
、

団
員
が
一
人
ひ
と
り
讃
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
毘
く
誓
い
合
い
、
散
会

し
ま
し
た
。

親露を深め、有意義だっ応研修会

四
辻
新
田
の
旅
館
、
諏
訪
屋
さ
ん
の

裏
に
こ
の
ほ
ど
広
さ
約
九

o
o
dの
立

派
な
コ

i
ト
が
出
来
あ
が
り
、
五
月
十

一
一
白
地
区
を
あ
げ
て
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
土
地
は
諏
訪
屋

さ
ん
〈
塩
田
豊
次
郎
さ

ん
〉
が
、
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
に
有
効
に
使

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
無

料
提
供
し
た
も
の
で

す。
昨
年
の
十
一
月
か
ら

老
人
グ
ラ
ブ
の
会
員
が

中
心
と
な
っ
て
造
成
を

手
掛
け
、
盛
土
の
協
力

を
受
け
た
り
し
て
完
成

し
た
、
文
字
ど
お
り
み

ん
な
で
造
っ
た
ゲ

l
ト

ボ
ー
ル
場
。

始
球
式
が
済
ん
だ
あ

と
、
早
速
チ

i
ム
を
組

ん
で
練
習
試
合
に
一
汗

か
い
て
い
ま
し
た
。
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梧
続
と
税
金

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
(
遺
言
に

よ
り
財
産
を
譲
る
こ
と
)
に
よ
っ
て
、

亡
く
な
っ
た
人
〈
被
相
続
人
〉
の
財
産

が
も
ら
っ
た
人
(
相
続
人
)
に
か
か
る

税
金
で
す
。

八
相
続
税
の
計
算
〉

相
続
税
は
、
遺
産
総
額
か
ら
被
相
続

人
の
債
務
や
葬
式
費
用
な
ど
を
差
し
引

い
た
正
味
の
遺
産
額
が
基
礎
控
除
(
二

千
万
円
十
相
続
人
×
四
百
万
円
〉
を
超

え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
し

て
4

課
税
さ
れ
ま
す
。

八
税
額
控
除
〉

相
続
人
が
設
相
続
人
か
ら
生
前
に
贈
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与
を
受
け
て
い
る

2
ち
ゃ
、
被
相
続
人

の
配
偶
者
で
あ
る
と
き
、
あ
る
い
は
未

成
年
者
や
心
身
障
害
者
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
人
の
相
続
税
額
か
ら
一
定
の

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

鰭
与
と
税
金

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。

〈
贈
与
税
の
計
算
〉

ま
ず
、
そ
の
年
の
一
月
一
日
か
ら
十

一
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
を
合
計
〈
課

税
価
格
〉
し
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
課
税
価
格
か
ら
基
礎

控
除
の
六
十
万
円
を
差
し
引
き
、
そ
の

残
額
に
税
率
を
掛
け
た
額
が
贈
与
税
額

と
な
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
人
は

免
除
手
続
き
を

1111111削

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

一
カ
月
六
千
ニ
百
ニ
十
円
で

す
が
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
の
た
め
に

「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
免
除
制
震
に
は
、
「
法
定

免
除
」
と
「
申
請
免
除
」
の
ニ
通
り
が

あ
り
ま
す
。

。
法
定
免
除
日
国
民
年
金
の
障
害
年
金

や
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
と

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人
で
す
。

。
申
語
免
除
1
失
業
な
ど
に
よ
り
前
年

度
の
所
得
が
な
い
人
や
家
族
が
医
療
扶

助
を
受
け
之
い
る
こ
と
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
著
し
く
閤
難
な
方

は
申
し
出
に
よ
っ
て
は
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
月

末
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
今
年
四

月
分
か
ら
向
こ
う
一
年
間
は
保
険
料
を

納
め
な
く
て
済
み
ま
す
。
保
険
料
を
滞

納
し
ま
す
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
国

民
年
金
の
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い

a

ば
か
り
か
、
将
来
六

十
才
を
過
ぎ
て
の
老
齢
年
金
も
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
徐
を
希
望
す
る
人
は
、
印

鑑
と
保
験
料
納
入
通
知
書
を
持
参
し
、

役
場
住
民
課
年
金
係
又
は
支
所
に
七
月

末
日
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八
親
族
関
係
の
金
銭
貸
借
V

親
子
や
夫
婦
な
ど
親
族
関
係
で
の
金

銭
貸
借
で
、
俗
に
い
う
「
あ
る
時
払
い

の
催
足
な
し
」
と
か
「
出
世
払
い
」
の

場
合
も
贈
与
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
の
や
り
と
り
を
し
な
い

で
不
動
産
や
株
式
の
名
儀
を
変
更
し
た

り
、
臨
国
務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
場
合

な
ど
経
済
的
な
利
益
を
受
け
た
と
き
も

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
須
賀
川
川
税
務
署
〈
智

O

二
四
八
七
i
五
!
一
二
九
四
)
ま
で
。

児
童
手
当
の
現
況
届

六
月
三
十
日
ま
で

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
克
意

を
三
人
以
上
(
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
を
一
人
以
上
含
む
)
育
て
て
い
る
か

た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
ハ

ガ
キ
で
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
支
所
又

は
役
場
で
六
月
中
に
現
況
屈
を
し
て
く

だ
さ
い
。
屈
け
に
は
印
鑑
と
年
金
の
記

号
番
号
〈
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
に

移
行
し
た
場
合
〉
が
必
要
で
す
。

こ
の
間
油
け
を
し
な
い
と
、
こ
の
次
か

ら
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
支
給
額
は
三

人
目
以
降
の
児
童
一
人
に
つ
い
て
村
民

税
の
所
得
割
の
あ
る
か
だ
は
、
月
額
五

千
円
、
な
い
か
た
は
月
額
七
千
円
で

す。

子
家
庭
の
医
療
費
を
助
成

対
象
者
は
六
月
中
に
登
録
を

培
瀬
を
探
勝
し
ま
せ
ん
か

村
民
登
山
会
の
参
加
者
募
集

公
民
館
で
は
第
四
田
村
民
登
山
会
八
参
加
者
資
格

V
村
内
に
居
住
し
て

の

参

加

者

を

次

の

と

お

り

募

集

し

ま

い

る

児

歳

以

上

の

す

。

人

尾
瀬
の
雄
大
な
自
然
を
探
勝
し
、
八
募
集
人
員

V
1
0
0
人

豊

か

な

心

と

罷

康

な

体

力

づ

く

り

に

八

会

費

V
1
人

1
万
2
0

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

0
0
円

八

申

込

期

間

V
6
月
初
日
か
ら
7

月
5
日
〈
た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第

〆
切
り
ま
す
〉

先
V
あ
な
た
の
地
区
の

育
体
指
導
委
員
ま

で

母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
、
医
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
「
母
子
家
語
医
療
費

助
成
事
業
補
助
制
度
」
が
七
月

か
ら
ス
タ

i
ト
し
ま
す
の
で
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者

村
内
に
住
ん
で
い
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
で
次
に
あ
て
は
ま
る
人
0

0
母
子
家
庭
の
母
(
児
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
人
)

。
母
子
家
庭
の
児
童
(
母
子
家
庭
の
母

に
現
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
四
歳
未
満
の

児
童
)

。
父
母
の
い
な
い
児
童
(
父
母
と
死
別

し
た
児
童
な
ど
で
児
歳
未
溝
の
克
童
)

八

日

時
V
昭
和
白
年
7
月
初
日

(金
)
J
m
毘
(
日
〉

出
発
・
午
後
日
時

(
役
場
前
・
須
釜
支

所
前
〉

八
場

所
〉
尾

瀬

対
象
と
な
ら
な
い
人

A
A
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
者

A
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
市
町
村
氏
税

の
所
得
額
が
あ
る
人

実
施
時
期

七
月
一

E
か
ら
実
施
(
六
月
中
に
登

録
申
請
が
必
要
で
す
)

助
成
の
額

入
院
・
通
院
と
も
一
件
に
つ
き
対
象

者
が
負
担
し
た
額
か
ら
千
円
を
差
し
引

い
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
は
役
場
住
民
課
・
福
祉

係
(
電
=
二

O
一
内
線
二
七
〉
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

単

八

申

込
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6月4日一 10日
歯の衛生週間

停
電
に
ご
協
力
を

東
北
電
力
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
家

庭
で
よ
り
安
心
し
て
電
力
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
左
記
に
よ
り
石
川
出

張
所
管
内
の
送
電
線
を
は
じ
め
、
変
電

所
や
配
電
線
の
点
検
、
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

こ
・れ
に
伴
っ
て
村
内
の
一
部
が
停
電

に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日

記
時

昭

和

的

年
6
月
げ
日
(
日
)

午
前
8
時
か
ら
午
後
1
時

ま
で

川
辺
・
千
五
沢
・
青
井
沢

.
四
辻
新
田
地
区

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

停
電
区
域

日
比
日
(
木
〉

日
日
ハ
金
〉

四
日
(
月
)

四
日
(
火
)

2
日
(
土
)
母
親
学
級

就
改
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時

1

5
日
〈
火
〉
妊
婦
検
診

(
西
部
)
午
後
1

時
初
分
J

6
日
(
水
)
日
本
脳
炎

予
防
接
種
就
改

セ
ン
タ
ー

1
時

初
分
J

7
日
ハ
木
〉
日
本
脳
炎

予
防
接
種
須
釜

公
民
館
午
後
l
時
初
分
J

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
加
分
J

成
人
病
予
防
教
室
(
料
理

実
習
〉
岩
法
寺
公
民
館

午
前
9
時
初
分
!

日
本
脳
炎
予
防
接
種

就
改
セ
ン
タ
ー
午
後
1

時
初
分
J

日
本
脳
炎
予
防
接
種

須
釜
公
民
館
午
後
1
時

ぬ
分

i

妊
婦
検
診
(
東
部
)
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時
初
分
J

巡
回
児
童
相
談
会
の
お
知
ら
せ

県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
児
童
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
、
相
談

会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

1984.6 

。
郡
山
地
区
。

と

き

毎

月

第

3
火
曜
日

山
時
J
午
後
3
時

郡
山
市
身
体
障
害
者
福
祉

冊1111削111111111111111

と
こ
ろ

セ
ン
タ
ー

郡
山
市
香
久
池
一
丁
目
日

番
目
号

。
相
談
内
容
。

ひ
ご庇

護
相
談
・
心
身
障
害
相
談
・
非
行

関
係
相
談
・
健
全
育
成
相
談

午
前

と

き

と
こ
る

昭
和
臼
年
7
月
日
目
〈
金
)

石
川
福
祉
事
務
所

幻
日
(
木
〉
J
初
日
〈
土
)

総
合
検
診

「
体
育
協
会

「
パ
ド
ミ

日
/
昭
和
臼
年
6
月
口
日
午
前

0
8時
か
ら

場

所

/

村

体

育

館

競
技
方
法
/
一
般
男
子
・
女
子
W
、
中

学
生
男
子
・
女
子
W
で
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

申
し
込
み
は
6
月
日
日
ま
で
車
田
明
徳

ハ
管

3
0
2
1
〉

へ

月
県

ハ民

ド3
/ツ

予 ト|
選ン l
，ム 1
3玄|

月
日
司/
昭
和
問
年
7
月
1
日
午
前
8
時

場
所
/
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
/
村
内
居
住
者

申
し
込
み
は
6
月
口
日
ま
で
。

詳
し
く
は
事
務
局
(
添
田
亀
明
雷

2
3
2
3
)
ηに
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

、。
、U

本
会
員
募
集
グ
ネ

た
だ
今
、
須
釜
卓
球

ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
塩
沢
正
勝
さ
ん
〈
南

須
釜
雷

3
9
0
7
〉
ま
で
ご
連
絡

4
乞
。

性
別
、
年
齢
は
聞
い
ま
せ
ん
。

地

区

蒜

生

新四山 竜 小
小吉中 1/ 

田辻屋 崎 高

地)11 
中

辺

南竜岩
"吉須 11 法 11

2長崎寺 お

め

で

出
生
児
氏
名

佐
久
間
千
明

真
弓
英
樹

矢

吹

理

恵

添

田

弥

生

永

林

正

英

滝

口

啓

史

有

賀

智

絵

石

森

大

樹

石
井
健
一

お

く

や

た(
四
月
届
出
分
〉

保
護
者
名

昌

徳

靖

信
晋

市昇

正徳富和

み(
四
月
届
出
分
)

死
亡
者
氏
名
年
齢

坂

本

ト

ミ

%

秀

治

水

野

賢

訂

安

親

岩

谷

ナ

ツ

万

繁

佐

久

間

勝

義

的

ナ

カ

湯

沢

キ

ク

エ

お

光

重

仁
井
田
ツ
マ
斜
計
佐
雄

大

木

俊

子

担

邦

夫

森

由

蔵

均

由

雄

須

釜

辰

次

郎

鎚

敬

喜

Eζ 

(
一
期
分
)

(
一
期
分
)

村

民

税

国

民

年

金

納
期
限
は
六
月
二
十
五
日
(
月
)

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

千
品
〉
円
ノ

O

夫 夫夫夫一

一
一
綿
一
集
一
後
一
記
一

V
田
植
え
も
終
り
、
農
家
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
一
段
落
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
あ
た
り
一
面
が
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
思
わ
せ
、
お
だ
や
か
な

田
園
風
景
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

豊
作
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

V
最
近
、
幼
児
の
交
通
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
や
道
路

で
の
遊
び
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
あ
な

た
の
愛
の
一
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
o

V
今
月
の
二
十
一
日
か
ら
総
合
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。
一
年
に
一
回
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
は
、
家
族
が
明
る
く
暮
ら
せ
る

た
め
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
自
分
の
健
康

管
理
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診
を
。

d内d・‘

1，533戸(+5) 

7，464人(+4) 




